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六
月
七
・
八
・
ニ
十
九
日
の
三
日
間
、
第
三
十
八
回
宗
像
大

社
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
大
会
（
主
催1
1

宗
像
大
社
、
一
般
社

団
法
人
全
日
本
か
る
た
協
会
）
が
開
催
さ
れ
、
五
0
0
人
に
も

の
ぼ
る
過
去
最
多
の
参
加
者
が
当
大
社
に
集
い
、
朝
か
ら
夕
刻

ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

大
会
は
、
一
日
目
に
初
心
者
・
シ
ニ
ア
の
部
、
二
日
目
に
A
.

D
級
、
三
日
目
に
A
.
B

級
と
階
級
ご
と
に
日
を
別
け
て
開
催

さ
れ
、
参
加
し
た
五
0
0
名
の
'
「

選
手
は
、
大
神
様
に
み
ま
も
ら

I

れ
な
が
ら
、
御
神
前
で
日
々
の

練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し

た
。
特
に
A
.
B

級
で
は
レ
ベ
ル

の
高
い
攻
防
が
続
き
、
勝
ち
負

一

け
だ
け
で
な
く
礼
儀
作
法
に
お

い
て
も
、
上
級
者
に
ふ
さ
わ
し

い
試
合
が
行
わ
れ
、
九
州
か
る

た
協
会
所
属
の
指
宿
立
氏
が

昨
年
に
引
き
続
き
優
勝
を
勝
ち

人

一首
か
る
た
大
会

傘

会百
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

ニッポンに、

エネルギーを。

＊丸
暑中御見舞い申 l 上げます
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取
り
、
連
覇
を
果
た
し
た
。

日
今
回
の
大
会
は
参
加
者
が
過
去
最
多
と
い
う

金
こ
と
も
あ
り
、
会
場
は
大
変
混
雑
し
た
が
、
大

曜国
会
関
係
者
、
選
手
の
協
力
に
よ
り
三
日
間
と
も

詈
る
こ
と
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
閉

も
ー
会
式
後
に
は
、
選
手
等
は
互
い
に
健
闘
を
称
え

竺
合
い
、
来
年
の
再
戦
を
誓
い
大
社
を
後
に
し
た
。

一

■しかし、 7月 10日に九州南部に上陸した台風8号
の影響で工事は一旦ストップとなり、素屋根ネット
の開放、ウエイトを設置し急逮台風に備えました。

ン

■本殿妻部分の丹塗りは2回目の上塗りが
行われ、前回同様の配合で仕上げられました。

■7月に入り、辺津宮本殿屋根の本格的な
平葺きが始まりました。

ジ‘
— 9 -ll • 99 • ·呵’`

■拝殿に鬼瓦・棟瓦が取り付けられました。背面側
の鬼瓦は亀裂の修復、棟瓦は積み直しをしました。

時
満
ち
て
道
ひ
ら
く

工
事
完
了
ま
で
あ
と
四
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
が
、
予
定
通
り
に

進
ん
で
お
り
ま
す
。

八
月
に
は
神
宝
館
に
於
い
て
、
辺
津
宮
本
殿
・
拝
殿
修
復
工
事
業

者
ご
協
力
の
も
と
、
屋
根
の
仕
組
み
や
塗
装
に
つ
い
て
の
造
営
展
を

行
い
ま
す
。

]
 

·
ゎ
―
.
i

造
営
日
記
⑥
⑨

/DEX 暮らしに、地域に、社会にとっての

「なくてはならないなにか」こそ、

私たちの事業領域です。

石油も、石油以外も、 IDEX 。

なくては

ならない
なしこかを
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口
校
児
童
に
よ
り
「
磯
っ
子
太
鼓
」
が
奉
一

]
納
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
合
図
に
島
の
子
[

去
る
七
月
十
五
日
午
後
二
時
よ
り
祇
園
祭

□供
か
ら
大
人
ま
で
島
を
上
げ
て
山
笠
[

が
斎
行
さ
れ
、
こ
の
神
賑
行
事
と
し
て
山
笠
が

□
か
引
か
れ
、
大
小
五
台
の
山
笠
が
勇
壮
―

奉
納
さ
れ
た
。
こ
に
島
内
を
疾
走
、
沿
道
で
は
各
家
々
か
一

当
日
は
生
憎
の
梅
雨
空
と
な
り
、
中
津
宮
本
：
ら
力
水
を
掛
け
ら
れ
、
更
に
勢
い
を
得
一

殿
よ
り
末
社
・
須
賀
神
社
を
遥
拝
で
の
祭
典
斎
こ
し
山
笠
は
勇
み
進
ん
だ
。
一

行
で
あ
っ
た
が
、
祭
典
が
近
づ
く
と
法
被
姿
の
一
恒
例
の
行
程
を
巡
行
し
終
え
た
山
一

島
民
が
続
々
と
参
集
、
大
島
地
区
山
笠
保
存
会
」
笠
は
午
後
四
時
頃
に
は
こ
ど
も
広
場
[

会
長
（
宮
本
俊
久
氏
）
他
関
係
者
が
玉
串
を
捧

□
は
納
め
ら
れ
る
と
、
一
同
で
祝
い
唄
を
[

げ
祭
典
は
滞
り
無
く
納
め
ら
れ
た
。
二
歌
い
上
げ
、
終
始
賑
や
か
に
熱
気
を
帯
[

祭
典
後
に
は
晴
れ
間
も
広
が
り
、
大
島
小
学
二
ひ
た
ま
ま
本
年
の
山
笠
は
終
了
し
た
。
一

巫
女
神
楽
舞
温
習

：
り
組
ん
で
い
た
。
丁
た
姿
を
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、

一
本
年
は
恒
例
祭
で
奉
奏
す
る
「
浦
安
丁
今
後
も
温
習
を
重
ね
て
更
な

七
月
九
ー
十
一
日
迄
の
三
日
間
、
神
社
音
楽
：
の
舞
」
に
加
え
、
秋
季
大
祭
最
終
日
に
：
る
研
鑽
に
励
み
た
い
。

協
会
よ
り
磯
部
恵
子
先
生
を
お
迎
え
し
神
楽
二
奉
奏
す
る
「
悠
久
舞
」
も
ご
指
導
頂
一
川
ー

1

舞
の
御
指
導
を
頂
い
た
。
現
在
巫
女
職
は
十
四
；
き
、
温
習
の
際
に
は
巫
女
と
共
に
神
職

[
r

名
が
奉
務
し
て
お
り
、
例
年
こ
の
時
期
に
講
習
：
翌
宋
人
と
し
て
参
加
、
最
終
日
に
は
[

会
を
実
施
し
研
鑽
に
努
め
て
い
る
。
乙
神
前
に
て
奉
奏
し
、
講
習
会
を
締
め
[

磯
部
先
生
か
ら
は
「
神
楽
舞
は
神
様
に
奉
納
：
く
く
っ
た
。

す
る
舞
で
あ
り
、
神
様
に
心
を
通
わ
せ
る
必
要
一
磯
部
先
生
は
神
社
音
協
会
講
師
と
一

が
あ
る
。
そ
の
為
に
は
、
指
先
か
ら
爪
先
ま
で
：
し
て
、
住
吉
神
社
（
福
岡
）
等
で
神
楽
一

神
経
を
集
中
さ
せ
気
持
ち
を
込
め
な
が
ら
舞
わ
」
舞
の
ご
指
導
を
さ
れ
な
が
ら
、
神
職
一

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
舞
に
対
す
る
基
本
丁
と
し
て
櫻
川
磯
部
稲
村
神
社
（
茨
城
i

的
な
姿
勢
か
ら
御
指
導
い
た
だ
き
、
巫
女
も
そ
｀
宗
櫻
川
市
）
で
御
奉
仕
さ
れ
て
い
る
。
[

れ
に
応
え
る
よ
う
に
真
剣
な
表
情
で
温
習
に
取
一
来
年
の
講
習
会
で
は
更
に
成
長
し
一

中
津
宮

祇
園
祭

J 
JR九鑽

新幹線で行こう。
つの物語に乗ろ―

さあ、新幹線の先にある、D&S列車物語へ。 lD&S列車 1111璽

暑中御見舞い申し上げます



六
月
十
九
日
、
本
年
度
一
一
役
員
人
選
の
件
、
氏
子
会
研

回
目
の
氏
子
会
評
議
員
会
が
一
修
旅
行
の
件
に
つ
い
て
も
審
議

置
鮎
会
長
以
下
五
十
八
名
出
こ
並
報
告
が
な
さ
れ
た
。

1
-席の
も
と
当
大
社
清
明
殿
に
一
会
議
終
了
後
に
は
各
評
議

日
て
開
催
さ
れ
た
。
頁
に
担
当
地
区
の
人
形
・
献
米

[
―
議
事
で
は
、
七
月
三
十
一
一
袋
を
お
持
ち
帰
り
頂
き
、
大
祓

許
日
の
大
祓
式
並
夏
越
祭
に
つ
二
式
並
夏
越
祭
へ
向
け
、
配
布
・

便
い
て
事
務
局
よ
り
意
義
説
明
二
取
り
纏
め
に
御
尽
力
頂
い
た
。

物遭
一
が
あ
り
、
旧
宗
像
郡
内
に
配
一
人
形
配
布
作
業
等
に
お
カ

ぼ
布
す
る
人
形
・
献
米
袋
の
取
こ
添
え
を
頂
い
た
皆
様
方
に
ぱ
、

り
纏
め
の
ご
理
解
ご
協
力
竺
紙
面
を
以
ち
ま
し
て
御
礼

号

二
依
頼
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

宗 MUNAKATA 材し

日

1
1
1
鼠
一

氏
子
会
評
議
員
会
j

4

一
福
岡
県
氏
子
青
年
協
議
会
事
業

『
一
神
宮
新
穀
献
供
米
御
田
植
え
神
事

ー
、
グ
宗
像
大
社
神
田
に
て
斎
行

月8

六
月
二
十
一
日
、
宗
像
大
社
神
田
に
二
伎
、
参
加
者
全
員
で
神
田
に
進
み
、
田
i

年庄
て
、
福
岡
県
氏
子
青
年
協
議
会
神
宮
新
一
え
を
開
始
、
毎
年
参
加
さ
れ
て
い
る
方

成平
穀
献
供
米
御
田
植
え
神
事
が
斎
行
さ
れ
、
：
も
多
く
、
慣
れ
た
手
付
き
で
進
み
、
約
一

当
大
社
氏
子
青
年
会
員
十
四
名
を
は
じ
二
時
間
で
全
て
の
早
苗
を
植
え
終
え
、
神
事

め
、
県
内
各
神
社
氏
子
青
年
会
員
と
子
こ
は
無
事
終
了
し
た
。

供
た
ち
総
勢
二
十
六
名
が
参
加
し
た
。
一
こ
の
神
事
は
伊
勢
神
宮
に
初
穂
（
新
穀

当
日
十
一
時
、
神
田
脇
に
祭
壇
を
組
：
米
）
を
奉
献
す
べ
く
行
わ
れ
て
お
り
、
今
、
i

み
、
神
職
が
神
田
・
早
苗
を
御
祓
い
し
た
丁
か
ら
実
り
の
秋
が
楽
し
み
で
あ
る
。

.. 

宗
像
市
海
開
き
六
月
二
十
四
日
、
宗
像

ょ
5

（
観
光
協
会
・
玄
海
ホ
テ
ル

f
．
旅
館
組
合
・
神
湊
飲
食
店

9
:

ー
・
組
合
主
催
の
海
開
き
神
事

「
．
が
行
わ
れ
、
当
大
社
神
職

『ri
・
＾
｀
が
宗
像
市
神
湊
海
岸
の
砂

．
．
一
．
浜
に
出
向
し
、
今
シ
ー
ズ

C・
・
・
》
．
ン
の
海
と
人
の
安
全
、
宗

像
地
域
の
活
性
化
を
祈
念
し
た
。
祭
典
終
了
後
に
は
、

深
浜
海
岸
、
江
口
浜
、
勝
浦
海
岸
を
其
々
祓
い
清
め
た
。

玄
海
国
定
公
園
に
属
す
る
景
観
地
で
あ
る
宗
像
の

海
水
浴
場
に
は
、
夏
休
み
に
入
る
と
多
く
の
家
族
連
れ

が
訪
れ
大
い
に
賑
う
。
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し

い
夏
の
思
い
出
を
作
っ
て
頂
き
た
い
。

私たちは生活者の立場で考え、顧客の立場で行動します。

｀｀｀三：：：：］的の言i：しる価値の創造の1手伝tいし、ます。

株式会社ジ→生ータップ
http://www.ga-tap.co.jp 
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ご賛同賜りました皆様に、御礼申し上げます。

沖沖遠遠遠板石石宗
西西藤藤藤矢松橋像
ハチ 市
ルー英ズ茂英康丈
子宏樹子春之宏夫

沖
西
龍
一

河
野
宗
男

河
野
昇

古
賀
キ
ヨ
カ

古
賀
達
也

小
林
澄
男

佐
藤
精
一

佐
藤
美
恵
子

白
石
光
夫

深深花中豊豊田高砂
田田田村福福志向子

チ勢
岩福 佳正宏ヨ

仁子二清康幸ニノ晃

慎員訟訟船藤藤福福
鍋鍋越越越田島崎崎

信寛富輝藤一久定
禰博人子明雄政幸生

福
津
市

石
田
愛
明

小
田
勝
幸

櫻
井
一

宮宮嶺丸
本本井

昭武貞
正男子夫

櫻
井
二
郎

櫻
井
良
行

薄
幸
雄

福
嶋
幸
生

松
井
和
子

松
井
カ
ツ
子

一
、0
0
0
、

0
0
0
円

市
川
市
秋
山

ー
五
0
、

0
0
0
円
一
五
、

0
0
0
円
一
久
留
米
市
渡
辺
篤

・
福
岡
市
慎
武
桃
香
一
芦
屋
町
白
石
由
比
＿
広
島
市
植
田
時
圭

一
我
孫
子
市
松
本
良
彦
一
福
岡
市
田
中
陽
子

一
三
0
、

0
0
0
円
一
茨
木
市
占
部
博
ー

1
1

田
中
良
典

―
菊
池
市
松
尾
隆
海
一
遠
軽
町
井
ノ
ロ
大
輔
一
（
有
）
共
伸
マ
テ
リ
ア
ル

幸
衛
一
神
戸
市
一
桶
川
市
矢
内
敬
司
一

一
（
一
財
）
敬
愛
ま
ち
づ
く
り
財
団
―
京
都
市
江
川
敦
子
―
二
、
0
0
0
円

三
0
0
、

0
0
0

円
―
宗
像
市
慎
武
孝
行
一
熊
本
市
大
橋
工
―
朝
倉
市
矢
野
宙
之

宗
像
市
ー
一
江
東
区
中
島
吉
毅
ー
和
泉
市
村
上
彰

勝
屋
酒
造
合
名
会
社
―
二
0
、
0
0
0

円
一
世
田
谷
区
大
川
聡
一
大
磯
町
高
来
神
社

宗
像
市
―
杉
並
区
田
中
成
昌
一
袖
ケ
浦
市
和
田
公
雄
一
渡
辺
幸
臣

み
な
と
タ
ク
シ
ー
固
一
港
区
高
畑
省
一
郎
一
宝
塚
市
松
原
修
ニ
一
大
分
市
稲
垣
英
二

—
1
0
、
0
0
0

円
一
太
宰
府
市
今
泉
寛
善
一
北
九
州
市
三
好
裕
二

二
0
0

、

0
0
0

円
一
上
田
市
田
中
悠
樹
一
福
岡
市
中
島
真
ニ
―

l
I

山
田
剛

宗
像
市
山
本
博
次
一
葛
飾
区
黒
田
尚
宏
一
別
府
市
長
谷
川
裕
晃
一

1
1

脇
元
実

：
川
西
市
高
橋
英
治
―
目
黒
区
今
井
悦
子
＿
北
区
大
佐
古
享
子

一
七
四
、0
0
0
円
ー
北
九
州
市
岡
本
こ
ず
え
ー
一
奈
良
市
山
村
英
夫

宗
像
市
道
主
会
ー

1
1

村
上
安
昭
―
四
、

0
0
0

円
一
萩
市
濱
村
聡

一
杉
並
区
田
中
み
ゆ
き
＿
横
浜
市
加
藤
英
明
i
東
村
山
市
櫻
井
博
行

1
0
0、

0
0
0
円
一
世
田
谷
区
品
川
欣
也
ー
一
箕
面
市
小
柳
寛
利

北
九
州
市
宗
像
神
社
一
筑
紫
野
市
長
谷
川
滝
―
―
三
、

0
0
0

円
一
山
鹿
市
川
口
慎
寿
美

重
村
正
紀
一
宗
像
市
安
部
常
美
一
朝
倉
市
伊
藤
泰
光
一

-
1
1

日
並
義
雅
一
北
九
州
市
外
山
美
穂
一

三
、0
0
0
、

0
0
0
円

北
九
州
市卸芳

賀
・
グ
ル
ー
プ

暑中御見舞い申し上げます
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八
月
十
六
日
か
ら
約
ニ
ヶ
月
に
亘
り
、
一
な
か
よ
り
当
大
社
ゆ
か
り
の
作
品
な

東
京
・
丸
の
内
出
光
美
術
館
に
て
『
宗
一
ど
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

像
大
社
国
宝
展
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
一
当
大
社
の
御
神
宝
が
こ
れ
ほ
ど
の
規

沖
ノ
島
出
土
の
国
宝
を
は
じ
め
、
重
一
模
で
展
示
さ
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と

要
文
化
財
な
ど
約
九
十
件
を
厳
選
し
一
で
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
足
を
お
運
び

紹
介
し
ま
す
。
一
い
た
だ
き
、
日
本
の
伝
統
文
化
、
神
道

宗
像
大
神
の
御
親
神
・
天
照
大
御
神
[
の
奥
深
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

を
祀
る
伊
勢
神
宮
の
神
宝
、
出
光
美
術
一
存
じ
ま
す
。

館
の
収
蔵
す
る
仙
産
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一

東
京
・
丸
の
内
出
光
美
術
館
に
て

「
宗
像
大
社
国
宝
展
」
開
催

拝殿・葺き替え後

I 

葺き替え前

滑石製形代

衣装箱牡丹文の螺細

圏小西美術工藝社付属うるし博物館蔵

/ 
宗像大社神宝館

◆休館日年中無休

◆開館時間 9:00~16:30（最終入館 16: 00) 
大人 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 500円

高校・大学生……… 400円

子供（中学生以下）… 300円

※ 15名様以上は 1 名につき 100円引き

宗
像
大
社
神
宝
館
特
別
展

大
島
御
嶽
山
遺
跡
初
公
開

S

辺
津
宮
本
殿
修
復
特
別
展
示
s

八
月
よ
り
神
宝
館
に
て
特
別
展
を
開
催
致

し
ま
す
。

中
津
宮
が
鎮
座
す
る
大
島
の
御
嶽
山
山
頂

で
平
成
二
十
二
年
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
に

よ
り
出
土
し
た
、
沖
ノ
島
と
同
時
期
の
祭
祀

遺
跡
を
初
公
開
す
る
と
と
も
に
、
辺
津
宮
遷

座
に
伴
う
変
遷
を
古
写
真
で
振
り
返
る
パ
ネ

ル
展
示
や
、
修
復
業
者
の
ご
協
力
に
よ
る
屋

根
の
仕
組
み
や
、
塗
装
に
つ
い
て
の
特
別
展

示
を
致
し
ま
す
。
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丁
ト
ン
条
約
で
も
う
絶
対
に
手
に
ニ
―
十
三
C
mの
額
の
中
に
布
製
で
飛

：
入
り
ま
せ
ん
バ
イ
」
と
言
っ
て
い
二
付
機
の
図
が
あ
っ
た
。
左
上
に
二

一
た
が
物
は
戦
前
の
も
の
で
、
毛
」
機
の
複
葉
機
、
そ
の
下
に
旭
日

一
皮
は
毛
布
と
な
っ
て
平
べ
っ
た
＜
二
旗
、
右
手
に
大
き
く
単
発
機
が

」
顔
は
ペ
シ
ャ
ン
コ
で
つ
い
て
い
た
。
：
あ
る
。
乾
さ
ん
の
図
録
を
見
な

筈
崎
宮
「
風
の
市
場
筈
崎
宮
]
袈
な
ど
も
並
ぶ
。
あ
り
と
あ
ら
二
り
薬
瓶
、
泥
人
形
、
安
い
仮
面
ぐ
一
こ
の
二
つ
は
、
家
内
に
見
つ
か
る
一
が
ら
、
時
代
は
昭
和
初
期
頃
の

蚤
の
市
場
」
は
西
日
本
最
大
の
一
ゆ
る
も
の
が
憚
る
こ
と
な
く
堂
々
：
ら
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
前
こ
ん
丁
こ
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で
二
：
も
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
布

市
場
で
あ
り
、
骨
董
市
で
あ
る
。
一
と
並
べ
ら
れ
面
白
く
楽
し
い
°
[
な
も
の
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
。
動
二
陪
の
自
分
の
部
屋
の
押
し
入
れ
こ
ほ
や
や
薄
い
の
で
浴
衣
の
類
か

店
舗
数
は
二
二
0
店
ほ
ど
出
る
。
一
し
か
も
骨
董
・
古
物
の
並
ぶ

□
物
の
剥
製
で
豹
の
頭
部
と
雲
豹
こ
に
置
い
て
、
時
折
、
一
人
で
眺
め
：
も
知
れ
な
い
。
乾
さ
ん
は
作
ら

七
時
か
ら
十
五
時
ご
ろ
ま
で
、
」
間
に
は
、
季
節
の
野
菜
、
果
物
、
二
の
毛
皮
で
見
極
め
が
む
つ
か
し
一
て
い
る
。
豹
の
目
玉
は
義
眼
だ
了
れ
た
時
代
を
特
定
す
る
た
め
に
、

九
州
は
も
と
よ
り
、
山
口
、
広
」
掘
り
た
て
の
山
芋
新
茶
も
出
る
。
：
く
、
や
は
り
多
く
の
本
物
を
見
こ
か
ラ
イ
ト
を
つ
け
る
と
光
る
の
」
描
か
れ
た
航
空
機
や
軍
艦
か
ら

島
、
山
陰
あ
た
り
か
ら
も
集
ま
一
歩
い
て
退
屈
は
し
な
い
。
買
物
一
て
経
験
を
積
む
し
か
な
い
で
あ
ご
か
た
ま
ら
な
い
。
一
機
種
や
艦
種
を
調
べ
て
い
る
。
飛

る
。
一
客
の
駆
引
き
、
奇
抜
な
衣
裳
の
：
ろ
う
。
眼
識
を
つ
け
、
ニ
セ
物
の
一
以
前
近
く
の
古
書
店
で
図
説
二
付
機
は
複
葉
機
（
赤
ト
ン
ボ
）
、

私
は
友
達
と
車
と
体
調
が
よ
」
男
や
女
、
外
人
達
も
多
い
し
、
こ
：
多
い
世
の
中
で
あ
る
か
ら
駆
さ
二
＇
着
物
柄
に
見
る
戦
争
」
（
乾
淑
二
軍
艦
で
は
三
笠
、
長
門
が
戦
時

け
れ
ば
つ
れ
て
い
っ
て
も
ら
う
。
二
J
は
日
本
か
と
思
う
こ
と
も
あ
了
れ
る
方
が
多
い
。
テ
レ
ビ
の
人
気
一
子
編
著
）
を
買
っ
た
。
着
物
の
柄
二
柄
の
人
気
も
の
だ
っ
た
。

長
い
参
道
の
両
脇
に
店
が
並
ん
：
る
。
一
番
組
「
何
で
も
鑑
定
団
」
を
見
れ
一
に
戦
争
柄
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
一

で
い
る
の
が
見
え
る
と
ド
キ
ド
一
医
者
か
ら
は
「
歩
く
」
こ
と
を
□
ほ
、
毎
回
蝙
さ
れ
無
念
そ
う
な
一
日
清
・
日
露
・
日
中
、
太
平
洋
戦
一

キ
し
て
気
持
が
高
ぶ
る
。
二
勧
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
の
ろ
の
二
顔
を
見
る
。
一
争
と
、
子
供
、
女
性
、
男
性
の
着
一

心
臓
疾
患
が
あ
る
の
で
急
い
一
ろ
歩
い
て
も
、
家
に
帰
っ
て
万
歩
一
豹
は
二
つ
で
六
千
円
、
千
円
ま
□
物
や
浴
衣
、
帯
な
ど
が
あ
る
こ
[

で
歩
け
な
い
が
、
私
は
一
軒
一
軒
二
訂
を
見
る
と
一
万
歩
弱
に
な
っ
て

□
け
て
く
れ
た
。
業
者
は
「
ワ
シ
ン
丁
こ
を
知
っ
た
。
編
著
の
乾
淑
子
[

マ
イ
ペ
ー
ス
で
見
て
歩
く
。
少
し
：
お
り
、
今
日
は
「
ラ
ジ
オ
深
さ
ん
は
今
で
は
数
少
な
い
戦
時
一

疲
れ
た
ら
立
ち
ど
ま
り
、
じ
っ
と
こ
佼
便
」
の
お
世
話
に
な
ら
な
柄
を
収
集
し
、
そ
れ
を
図
録
で
一

眺
め
た
り
し
て
呼
吸
を
整
え
て

□
い
で
よ
い
と
う
れ
し
く
な
る
。
解
説
さ
れ
て
い
る
。
骨
董
市
で
一

巡
る
。
こ
こ
は
市
場
と
あ
る
だ
一
私
は
自
分
の
ふ
と
こ
ろ
具
も
着
物
や
裂
を
売
っ
て
い
る
と
[

け
に
、
骨
董
品
、
古
物
類
か
ら
、
：
合
で
買
え
る
も
の
で
高
い
も
こ
ろ
も
あ
る
が
女
性
が
多
く
て
一

解
体
業
者
か
ら
の
板
切
れ
、
廃
二
の
や
古
い
も
の
は
買
わ
な
い
。
近
寄
れ
な
い
。
一
般
の
骨
董
品
一

品
雑
貨
、
流
木
、
陶
磁
器
片
、
剥
こ
ゃ
金
も
持
た
な
い
。
む
か
し
の
中
で
、
横
二
十
五

c
m、
縦
一

（続）

ゞ
·
·
ー
、

｀
ー
・
・

' 
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い
し
い
た
だ
し
一
―
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宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

一
乙
暉
細

俳
句

r作
品
集

七
月
号
（
第
6
4
1

号
）8
ペ
ー
ジ
掲
載
の
短
歌
に
住
所
・
氏
名
の
掲
載
漏
れ
が
あ
り

＿
ま
し
た
事
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

．
（
正
）
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀
さ
ん

「
潮
風
と
夏
日
を
浴
び
て
二
階
バ
ス
シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち
コ
ー
ス
を
走
る
」

宗
像
市
日
の
里
石
松

温
め
酒
喉
を
潤
す
夕
鮪
か
な

宗
像
市
武
丸
白
土
凌
一

梅
雨
最
中
雨
を
気
に
し
て
田
植
え
か
な

宗
像
市
多
膿
早
川

鰹
木
の
鱗
輝
く
宵
祭
り

一
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

i
区
長
の
時
貼
り
し
マ
ッ
プ
が
掲
示
板
に
色
褪
せ
し
ま
ま
残
り
て
い
た
り

ロ
ー
調
べ
を
良
く
す
る
た
め
に
上
句
下
句
を
入
れ
変
え
た
。
〈
掲
示
板

i
l
ー
に
色
褪
せ
し
ま
ま
残
り
を
り
区
長
せ
し
時
わ
が
貼
り
し
マ
ッ
プ
〉
。

]
宗
像
市
池
田
森
龍
子

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次
一
咲
き
終
へ
し
香
も
無
き
水
仙
雨
上
り
の
強
き
日
差
し
に
朽
ち
果
て
に
け
り

諄
の
む
な
し
さ
故
に
得
た
る
も
の
音
域
の
ご
と
思
惟
の
拡
が
る
[
-
花
を
見
る
目
が
鋭
い
。
結
旬
は
強
す
ぎ
る
の
で
〈
咲
き
終
へ
て

こ
の
ま
ま
で
は
解
り
難
い
の
で
〈
訓
練
に
声
域
拡
が
る
ご
と
<
[
＿
香
の
ー
枯
れ
て
朽
ち
ゆ
く
〉
く
ら
い
に
。

一
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

一
思
惟
拡
が
る
む
な
し
き
詳
い
の
故
〉
と
し
て
み
た
。
~

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正
一
は
づ
か
し
く
な
つ
て
盃
掴
く
か
な
づ
ち
の
音
き
こ
え
く
る
風
の
日
の
タ

枯
れ
た
り
と
思
ひ
し
鉢
の
鷺
草
に
双
葉
と
茎
も
伸
び
き
て
ゐ
き
ほ
ふ
]
働
く
隣
人
の
音
に
晩
酌
の
早
い
自
分
を
反
省
し
た
作
者
か
。
上

素
直
に
喜
び
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
初
句
〈
枯
れ
た
る
と
〉
四
句
以
―
一
の
句
の
口
語
が
効
い
て
い
る
。

~
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

一
＿
下
〈
ー
茎
の
伸
び
て
ー
〉
に
。

福
津
市
花
見
が
浜
く
佐
靡
ら
純
一
：
北
窓
を
開
け
れ
ば
裏
の
畑
よ
り
み
か
ん
の
花
の
香
り
漂
ふ

黒
竜
が
剣
に
巻
き
込
み
壮
絶
な
形
の
如
き
倶
梨
伽
羅
落
と
し
[
.
あ
り
の
ま
ま
に
詠
ま
れ
た
よ
う
な
一
首
だ
が
調
べ
が
心
地
よ
い
。

一
烈
し
い
戦
い
の
最
中
の
よ
う
だ
が
、
誰
が
誰
と
何
の
た
め
に
闘
っ
[
l初
句
は
〈
北
の
窓
〉
と
し
た
い
。

一
北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

一
て
い
る
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
]
娘
と
話
す
夜
の
電
話
は
定
期
便
一
人
暮
し
も
淋
し
く
は
な
し

デ
イ
ケ
ア
に
漢
字
の
読
み
書
き
茄
子
．
蕃
郷
農
止
む
る
に
は
惜
し
き
こ
の
土
[
-
'
一
作
者
を
支
え
る
電
話
の
定
期
便
、
読
者
も
ほ
っ
と
す
る
。
娘
に
は
「
こ
」
の
ル
ビ
を
。

良
い
土
を
惜
し
む
作
者
。
〈
わ
が
畑
の
農
を
や
め
る
に
惜
し
き
i

L
土
思
ひ
つ
つ
書
く
漢
字
の
蕃
制
〉
と

0

j
◆
選
者
詠

]
早
朝
の
街
に
す
ず
し
く
響
か
へ
り
瓶
を
あ
つ
め
る
集
塵
車
の
お
と

宗
像
市
多
證
早
川
祥
三

絶
海
の
孤
島
に
寄
せ
る
慰
霊
祭
弔
う
ご
と
く
ト
ビ
舞
い
昇
る
一
病
み
篤
き
母
の
さ
い
ご
の
お
く
り
も
の
親
族
ら
つ
ど
ふ
こ
の
ひ
と
時
は

｀
』
視
点
を
ト
ビ
に
置
い
た
の
が
良
い
。
〈
絶
海
の
島
に
慰
霊
祭
お
[

―
―
こ
な
え
ば
死
者
悼
む
ご
と
ー
〉
と
し
た
。
~

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
~

み
そ
の

水
筒
と
ス
ケ
ッ
チ
ボ
ー
ド
の
一
学
級
楠
の
神
苑
を
ピ
ー
チ
ク
過
ぎ
る
[

亡
―
＿
句
の
「
一
学
級
」
が
上
手
い
。
二
句
は
〈

S
持
つ
〉
、
結
句
は
〈
賑
や
か
に
過
ぐ
〉
と
。
[

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
i

ゃ
ん
わ
り
と
頬
を
押
え
て
も
少
し
ネ
初
め
て
パ
ッ
ク
す
し
わ
し
わ
の
面
に
[

初
め
て
パ
ッ
ク
さ
れ
照
れ
る
作
者
。
三
句
は
括
弧
に
入
れ
、
結
[

句
は
〈
し
わ
寄
る
肌
に
〉
。

祥 弘
次

住 発
行
所
宗
像
大
社
社
務
所
．
宗
像
会毎月 1 日発行

定価 1 年送料共 1,000円

宗像大社ホームページ

-＇鵠U川一つ● なみ

1 • 15日月次祭
午前10時～
高宮祭
第二宮•第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前11 時～
総社祭
浦安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏(15 日）

7 日午後8時～
中津宮七夕祭
於＝大島・中津宮

15日午後7時～

宗像護国神社
千灯明祭
於＝宗像護国神社

http://www.munakata-taisha.or.jp/ 

一
七
月
号
（
第

6
4
1

号
）4
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
ト
ヨ
タ
自

．
動
車
卸
名
営
会
長
張
富
士
夫
氏
参
拝
」
記
事
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
張
富
士
男
氏

（
正
）
張
富
士
夫
氏

的
に
暑
い
日
が
続
い

―E
〖
〖E
-梅
雨
も
明
け
、
本
格

て
お
り
ま
す
が
、
本
殿
修
復
を
進
め
る
職

人
さ
ん
は
、
暑
さ
に
も
負
け
ず
ご
奉
仕
し

て
お
り
ま
し
た
。
朝
の
境
内
清
掃
だ
け
で
、

暑
い
暑
い
と
嘆
い
て
い
る
自
分
が
情
け
な
い

…
と
同
時
に
、
屋
根
を
葺
く
、
漆
を
塗
る
、

技
を
受
け
継
い
だ
職
人
が
い
な
け
れ
ば
…

改
め
て
色
々
な
人
に
よ
っ
て
神
社
が
受
け
継

ぎ
守
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た

▼
辺
津
宮
本
殿
・
拝
殿
の
修
復
着
工
か
ら
早

一
年
、
十
二
月
の
本
殿
遷
座
、
修
復
完
了

ま
で
あ
と
四
か
月
。
今
夏
、
神
宝
館
で
は
修

復
に
関
わ
る
特
別
展
示
を
行
い
ま
す
。
ご

参
拝
の
折
り
に
は
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
暑
い
日
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
お
体
に
は
ご
自
愛
下
さ
い
。
（
鈴
）

所
〒
八
―
-
|
―
二
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ




